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「仙台市の特別支援教育」P159 参照 

 

特別支援教育での自分づくり教育って何ですか？ 

児童生徒一人一人の勤労観や職業観

を育てる教育のことです。 

目的は児童生徒が社会の中や自己の置か

れた環境の中で，その時期にふさわしい能

力を身に付け，成長する過程を支援してい

くことです。 

児童生徒それぞれにふさわしいキャリア

（役割や価値観）を形成していくために必

要な意欲・態度や能力を育てる教育です。

はじめに 

仙台市では，児童生徒一人一人が，確かな学力の向上を図るとともに，人とのかかわりを大切にしながら，

将来の社会的・職業的自立を目指して必要な態度や能力をはぐくみ，社会人として，より充実した生き方を切

り拓いていくことを目的とし，「仙台自分づくり教育（以下，自分づくり教育）」を推進しています。 

この資料は，その中で特に，特別支援教育における自分づくり教育について，キャリア教育との関連から生

涯にわたって系統的・組織的・計画的に取り組むための手がかりとして作成されたものです。特別支援教育に

おける自分づくり教育にあたって留意すべきポイントも掲載していますので，日頃の教育活動に生かしていた

だければ幸いです。 

また，より詳しく知りたい方のために，参考となる資料やホームページアドレスも掲載しておりますので，

是非ご活用下さい。 

進学や就労のみにとらわれず，障

害の特性や個々のニーズ・課題に

応じて，児童生徒が将来にわたっ

て主体的に生活していくための生

きる力を身に付けることができる

ように支援していくことです。 

進路指導は，児童生徒が，将

来にわたって自立的で豊かな

生活を実現していくための適

切な次の進路先を共に考え，

希望を実現していく支援を行

うことです。キャリア教育に

含まれています。 

これまで行われてきた進

路指導や進路学習を再確

認・再編成し，組織的・

計画的・系統的な支援を

しようとするものです。 

職場体験実習や作業学習などの体

験的な学習を重視しているのもこ

れまでの進路学習と大きくは変わ

りません。 

特別支援教育での自分づくり教育

は進路指導と違いますか？ 

何より，家庭・保護者

や地域社会，関係諸機

関などとの連携と協力

が必要です。 
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自分づくり教育で育てたい力 
国を挙げてキャリア教育の推進を図ろうという流れから，国立教育政策研究所は，『キャリア教育の推進に関

する総合的調査研究協力者会議報告書』（平成１６年３月）の中で能力育成の視点として，社会性の発達にかか

わる四つの能力領域（「人間関係形成能力」「情報活用能力」「将来設計能力」「意思決定能力」）を例示し，さら

に，その具体として八つの下位能力を，提案しました。 

加えて，平成２１年７月に報告された，第５期中央教育審議会のキャリア教育・職業教育特別部会審議経過を

受けて，文部科学省ではこの教育の新たな目指すべき能力を定めました。このことは，この教育が学校内のみで

完結するものではなく，学校，家庭，地域社会，とりわけ産業界との共通認識，共通言語が不可欠であるという

理由から，先の四つの能力領域を内包する新たな能力へ展開を見たわけです。 

本市では，これまでの経緯と学校現場の実態から，この能力が緩やかに，かつ的確に浸透するように，以下の

ように，育てたい能力や態度を改訂しました。 

 
育てたい能力や態度 育てたい能力や態度の具体的な視点 

かかわる力 

◯ 他人のよさや個性を理解できる力 

◯ 考えや気持ちを伝え合い協力できる力 

◯ 人や地域を大切にする力 

いかす力 

◯ 調べる力 

◯ 働くことの意味を考える力 

◯ 情報を生かす力 

みとおす力 

◯ 将来をみとおす力 

◯ 物事を見分ける力 

◯ 興味や関心をもち学ぶ意味を理解できる力 

うごく力 

◯ 何事もやりとおす力 

◯ ものごとを評価し，改善につなげる力 

◯ 歩み出し積極的に挑戦する力 

みつめる力 

◯ 自分のよさや他者との違いを理解できる力 

◯ 自分の役割が分かる力 

◯ 忍耐力やストレスをコントロールする力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

    

 主として五つの育てたい能力や態度を設定し，その具体的な観点としてそれぞれに三つずつ，合計１５の視点

を打ち出しました。 

 各学校では，これらの具現化をどう行っていくかの実践研究が求められます。 

  

 この資料では,この五つの育てたい能力や態度をもとに特別支援教育における自分づくり教育のポイントや具

体的な指導例について解説しています。 
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当番，係活動（いろいろな仕事，働く楽しさ）                  特別活動   

・まわりの人と上手にかかわれるように校内体制を確立しましよう。         クラブ活動（異年齢集団での活動，余暇活動）  

委員会活動（役割を知る，働く大切さ，自分なりのやり方） 

                      総合的な学習の時間 
・学び方や調べ方を身に付けさせましょう。 

買い物学習，公共機関の利用，パソコンの活用，就業体験

＊視覚障害や聴覚障害のある場合は環境の認知

に時間がかかります。生活範囲も徐々に拡大し

ていくようにしましょう。 

日常生活の指導・自立活動（心理的安定，人間関係の形成等） 

・あいさつや返事の習慣を身に付けさせましょう。 

 

交流及び共同学習  
・集団の中で人とのかかわりを学ばせましょう。 
（平成２１年度発行特別支援教育推進資料「新しい交流及び共同学習」参照） 

 

自立活動（コミュニケーション） 

 ・コミュニケーション能力の拡大はとても大切です。話し言葉が無い場合 

  でもいろいろな方法で気持ちを伝えられるようにしましょう。 

＊能動的に活動できることや Yes-No で意思を伝えることなど

が第一歩です。 

＊一人一人の活躍の場を保障しましょう。重度･重複障害のある

場合でもスイッチ操作等，機器の活用で主体的な活動ができ

＊身だしなみを整え，清潔に保つ習慣を身に付けさせましょう。 

＊困ったときに助けをお願いすることや支援に対する感謝を伝

えることができるようにしましょう。 

＊聴覚や視覚に障害がある場合は，手話や点字なども手段のひ

とつです。

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 

個別の教育支援計画の引継ぎ 

中学校・中学部 

への引き継ぎ 

 

友達づくり 

集団づくり 
集団の中での役割の自覚 

中学校への心の準備 
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ポイント 系統的な支援のためには個別の教育支援計画の

作成と活用が大切です。（「仙台市の特別支援教育」P176～参照）

ポイント 保護者が障害を受け入れられないことがありま

す。家庭での困り事の相談から始めて，現在の状態に対する

支援を一緒に考えましょう。また，学校でがんばっている様

子やうまくいっている支援などを積極的に知らせましょう。 

ポイント 地域社会の中で生活することはとても重要なことで

す。子供会活動やサークル活動などを通して親子で楽しみながら

仲間づくりをしていくことも大切です。地域社会に良き理解者を

増やしましょう。 

ポイント コミュニケーションの力を育てることはとても大切で

す。話し言葉にこだわらず，低学年のうちからいろいろな方法で

気持ちを伝えられるようにしましょう。また，ソーシャルスキル

トレーニングなどで人とのかかわり方を学ばせましょう。 

かかわる力  

いかす力  

みとおす力  

うごく力  

みつめる力  

自閉症・情緒障害児へのポイント 

人とのコミュニケーションに課題があ

るため，視覚的な情報を与えるなどして，

意思伝達の方法など援助の方法に工夫を

しましょう。 （「仙台市の特別支援教育」

P１１８～参照） 

身体障害児へのポイント 

医療的ケアや施設設備面での支援も必

要になります。主治医との連携が大切で

す。 

（「仙台市の特別支援教育」 P104～参照）

発達障害児へのポイント 

 診断の有無にかかわらず，家庭との連携

を図って，早めの対応を。また，中学校と

の情報共有も大切。気になる行動，その時

の対応，結果の記録を整理し，共有してい

くことで適切な対応がしやすくなります。

（平成１９年３月発行「気づいて認めて支

えて」参照） 

知的障害児へのポイント 

時間をかけて繰り返し学習することが

大切です。早い時期から段階的な指導が大

切です。 

（「仙台市の特別支援教育」P９６～参照）

個別の教育支援計画の作成 

幼稚園・保育所 
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家庭との連携（家庭の中での役割 お手伝い 親の仕事や職業について知る） 

・生活リズムを整えられるよう家庭と連携をはかりましょう。 

日常生活の指導（カレンダー，予定表等） 

・見通しのもたせ方を身に付けさせましょう。 

＊スケジュール表などを活用して見通しをもたせましょう。

活動に見通しをもつことは安心感につながります。 

＊車いすや装具，つえ，補聴器などを生活用具の一部として

大切に扱うようにさせましょう。 

清掃活動 （手順や役割を知り責任を果たす等）                  ・係活動としてもかかわりをもたせましょう。 

・必要に応じて身支度もきちんとして取り組むことができるようにさせ         ・身辺自立を少しずつ意識させましょう。 

ましょう。 

自立活動（身辺自立，善悪の判断，かかわる力等） 

・できないことは自分から支援を求められるようにしましょう。 

＊自分の意思をもち，課題に向けて取り組む力を身に付けさ

せましょう。善悪の判断ができる力も大切です。 

自立活動（心理的安定），学校生活 

・自分の考えや感情をおさえることも覚えさせましょう。 

・うまくいかないときにこそ，友人や他者と力を合わせて行動させましょう。 

＊がまんを覚え，「やればできる」と前向きに行動できる力

を身に付けさせましょう。 

学校への適応段階 

基本的な生活習慣の獲得 
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小学校・小学部から

の引継ぎ 

個別の教育支援計画の作成 

進路の意識     

自他の尊重     

漠然とした夢   

社会生活のスキルと社会人としての姿勢 

協調的な態度とコミュニケーションの力 

進路決定と課題の克服 

より具体的な将来構想 

高校・高等部等への引継ぎ

個別の教育支援計画の見直し 

知的障害児へのポイント 
 体験から学び取ることの困

難さや自己選択・自己決定の経

験の不足が考えられます 

 たくさんの経験から，自発的

な態度を育てたいものです。 

（「仙台市の特別支援教育」 

P９６～参照） 

自閉症・情緒障害児への 

       ポイント 
環境を整え，視覚的な提示の

工夫等により，スムーズな学習

が可能になります。対人面で

は，誤学習による不適切な表現

を改善していくことも課題と

なります。（「仙台市の特別支援

教育」P１１８～参照） 

発達障害児へのポイント 
失敗経験や人間関係のこじ

れから，セルフエスティームの

低下や学習意欲の減退などが

生じることも考えられます。長

所に着目し成功体験を味わわ

せることで，進路にも希望をも

たせたいものです。 

（平成１９年３月発行「気づい

て認めて支えて」参照） 

身体障害児へのポイント 
 重複する障害も考えると中

学校卒業後の進路は大きく異

なってきます。早い時期から

情報を集めながら，将来の進

路を見据えて取り組む必要が

あります。（「仙台市の特別支

援教育」P１５９～参照） 

ポイント 障害のある人が自立した生活を送るには，外部機

関との連携・協力が大切です。→「本資料」P1９～P２０参照 

ポイント 将来の地域での社会生活を見据えながら，地域と

の関係づくりも必要です。 →「本資料」P17～P18 参照 

ポイント 余暇を楽しむことも大切です。

好きな活動を少しずつ見つけていきましょ

う。音楽やスポーツなどを楽しむサークル

もいくつかあります。 
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ううごごくく力力  

学校生活・自立活動（自己理解，他者理解） 

・がまんや忍耐を覚え，自らの思考や感情をコントロールできるようにしましょう。 

・互いのよさを生かし合い，苦手なことを補い合える関係がつくれるようにしましょう。 

＊自分のよさを知ると同時にできないことや苦手なことを知って，自

ら困難を克服する力を身に付けることが大切です。その際に自分の

よさや得意なことを伸ばすという視点を忘れないことです。 

係活動や特別活動 （役割の理解・認識の深化） 

・自分の役割を果たすことを通して，社会の一員としての責任について 

意識させていきます。 

進路希望調査・進路相談（自己選択の能力選択する態度の形成）           先輩の話を聞く会  

・本人の希望を尊重しながら，家庭で相談をするよう働き掛けます。         ・社会人の先輩から，職場や地域での生活について話を聞きます。 

・定期的に実施することで，考えを深めさせ，より具体的な進路に向かわせます。   ・疑問や不安なことも，アドバイスを受け，希望をもてるように働きかけ 

ましょう。 

 

学校生活全般（自己決定，意思を伴った行動）                     進路実現のための取り組み （課題解決能力の向上・計画実行能力） 

                                            ・将来への見通しと目標をはっきりさせて，学習に取り組ませましょう。 
                                          ・必要に応じて，作文練習・面接の受け方等も行います。 
＊活動に制限があることから依頼心が強く指示待ちになりがちです。周囲

の人たちが先回りせず，自分で判断し行動する機会を設けましょう。 

＊障害児の進路指導では，保護者の啓発と連携が重要です。 

進路学習（働く場所・住む場所・余暇について／ライフステージを意識して） 
・将来の夢や希望〜将来設計図を描く 

将来の夢や憧れをもつ 

＊将来の豊かな生活のためには余暇支援も大切です。リフレッシュで

きる活動，時間の確保も大切な視点となります。 

＊知的障害，発達障害では，自己有用感を高めることが大切です。

自己紹介・発表会（自分の長所や適性の理解，他者理解・尊重）           ソーシャルスキルトレーニング（コミュニケーション能力の向上） 
・プロフィール表を作成し，自分の良さや適性を見つめさせます。           ・場に応じた行動の仕方を具体的に身に付けさせます。 

・互いに発表し合うことで，自他の良さを理解し尊重する態度を育てます。       ・人に協力を求めたり，自分の気持ちを伝えたりする力を育てましょう。 

 
＊広汎性発達障害では，対人面や社会生活で，パターンによるスキル獲得

やヘルプカードの活用等が有効です。      

＊視覚障害のある場合，生活地図を描くことは大事なことです。 

＊身体障害のある場合は，支援を求めることや待ってもらうことを学習す

る場となります。 

学校見学・施設見学・職場訪問（進路についての知識・職業理解能力）       施設実習・職場体験学習  （働く姿勢・社会人のマナー） 

・成功体験によって自信を育てましょう。 
・帰宅電話やお礼状の学習も組み入れていきます。 

作業学習（あいさつ，依頼，報告，役割，仕事と休憩の切り替え等） 

インターネットの活用 （情報収集・探索能力） 
＊パソコンスキルは，職業生活や余暇にもかかわってきます。 

＊様々なメディアを活用して情報を収集・整理させましょう。 

・訪問先で．福祉サービスや施設について学ばせます。 

・仲間と協力して，余暇活動の計画を立てさせる機会を作りましょう。 

校外学習（社会生活に必要なスキル・公共機関・施設・福祉サービス等の 

利用の仕方） 
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５                                                                                         ６ 



 
  
  
  
  

  
  
    
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  

学校生活（自己理解，自己調整力） 

・忍耐力をつけ，社会で生き抜く力を身に付けさせましょう。 

・集団の中での自己の役割を理解したり，感じたりして自ら行動できるようにしましょう。 

  
  
  

  
  

７                                                                                                      ８ 

 
中学校・中学部 

からの引継ぎ 

 

移行支援計画 

・就労 

・進学 

・社会参加準備の継続 

*PATH 

（Planning Alternative Tomorrow with Hopeの略 

希望に満ちたもう一つの未来の計画と訳される） 

障害者本人とその関係者が一堂に会し，その人の

夢や希望に基づいて設定したゴール（目標）を達成

するために行う作戦会議のこと。長期目標の達成に

向けて現段階で取り組むことが明確にできます。 

個別の教育支援計画の作成 

かかわる力 

いいかかすす力力  

みみととおおすす力力  

ううごごくく力力  

自らの適性の理解 

やりがいなどに基づいた意志決定 

働くことの知識・技術の獲得と必要な態度 

職業生活に必要な習慣 

必要な支援を適切に求め，指示・助言

を理解し実行する力 

経済生活に必要な知識と余暇の活用 

身体障害児へのポイント 
 病気の進行などによって，将来

の社会生活を思い描けない場合

があります。短期･中期･長期の目

標を一緒に考えましょう。また，

様々な制約から将来への不安を

もっている場合があり，支援機器

の活用によって制約が少なくな

ることがあります。コンピュータ

ーの活用など一人一人に合わせ

た対応が必要になります。公的機

関などを活用しましょう。 

発達障害児へのポイント 
 中学生の時期までに適切な対

応がなされず，高校生になって問

題が顕在化することがあります。

担任の他，養護教諭，保護者や出

身校の担任，スクールカウンセラ

ー，ソーシャルワーカー等，周囲

の支援者が連携協力していくこ

とが大切です。本人と一緒に将来

の社会生活について考え，気付き

を促すように支援しましょう。場

合によっては関係機関の協力を

得るようにしましょう。 

知的障害児へのポイント 
 卒業後，一般就労や通所施設で

の就労がほとんどです。身辺処理

能力，特に清潔に保てることを求

められることが多いので普段か

ら注意しましょう。 

自閉症・情緒障害児への 

       ポイント 
 携帯電話でのスケジュール管

理，シンボルコミュニケーショ

ン，メールの利用など様々な生活

支援方法が開発されています。 

ポイント 障害のある学生には進学・就職援助の

制度もあります。障害があっても様々な援助制度を

活用して自分の思い描く社会生活を実現できるよう

になってきています。 

ポイント 就労しても短期間で離

職する場合もあります。就労後のアフ

ターケアも必要です。 

特別支援学校高等部では卒業後２

～３年間は，定期的に職場を訪問した

り，「職場をつなぐ会」を組織し定期

的に情報交換したり，同窓会の際に表

彰するなど，意欲をもたせるような工

夫をしている学校もあります。 

ポイント 具体的な生活場面を想定した支援を

考えることが大切です。場合によっては保護者と

関係機関との教育相談，職業相談，ケース会議も

必要となります。 

みみつつめめるる力力  
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職場見学・インターンシップ・施設実習  （職業理解 働く楽しさ）         ・実際に体験することによって様々な職業に興味をもたせましょう。 
・身近で働く人々に興味･関心をもたせましょう。                     ・働く場と学校の違いを理解させましょう。 

特別活動 （ルールやマナー）                                               進路学習（制度やサービス） 

・学級のルール（例えば，プラごみを分ける）や家庭のルール（例えば，決まった       ・資格（運転免許，ホームヘルパーなど），福祉制度，労働条件 

手伝いをする）を実際の場面でも実行させましょう。                    福利厚生，給料などを理解させましょう。 

学校生活（目標設定・課題解決）                            進路選択と決定 
・年度当初に自分で課題を設定させます。常に意識できるように掲示することも      ・職場見学，インターンシップ・職場実習などの経験を元に卒業後の 

有効です。                                                                           進路先を選ばせます。 

学校生活（選択と責任） 

・活動の中で，選択肢から自分で選び，決定する経験を増やすようにしましょう。     ・選択の判断，決定の過程，結果には責任が伴うことを理解させます。 

進路相談（PATH＊の技法を使った話し合いなど，計画と実行）              身近な社会人の話を聞く会（将来への夢や希望，役割と責任） 
・夢の実現のために，今何をするべきか考えさせましょう。                 ・夢と現実を近づけるように先輩の話しを聞く機会を設けましょう。 

校外学習など（計画と実行，金銭感覚，費用と生活） 

・活動を通じて，自分の果たすべき役割を自覚し,積極的に役割を果たせるように 

  支援します。 

余暇活動 （生きがい） 

・スポーツ大会への参加，校外学習での映画鑑賞，ボーリング，旅行などを体験させて，    在学中に興味がもてるものを見つけられるようにしましょう。 

＊趣味を共有するグループ活動への参加，障害者スポーツ大会への

参加なども生きがいにつながります。 

作業学習 （協力と共同，適切な言葉遣い，自己表現） 

・同じ作業を仲間と一緒に取り組んだり，分担して取り組んだりさせましょう。 

 

 

インターンシップ，職場・施設実習（自分への自信 職場でのコミュニケーション）   ・達成感，成就感をもたせるような体験を多く積み重ねさせましょう。 

＊あいさつ，返事，報告が身に付いたら自分の思いや意見を表現で

きるようにしましょう。実際の場面を設定することが大切です。 ＊必要な支援を自分から依頼できることも学習させましょう。 

＊がまんをするだけでなく，自分のストレスを把握し，そのコントロ

ールや解消法を身に付けさせましょう。 
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キ
ャ
リ

＜＜ううごごくく力力＞＞ 

小さな仕事でも，係や当番活動で，自分ができ

る仕事を増やし，できたことを自信につなげ，達

成感や成就感をもたせます。 

さらに，自分なりのやり方を工夫してやり遂げ

られるよう励ましていきましょう。 

 
  

質問１（小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

                        

   

                    

 

  ポイント 
 

 
 
 

                       

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

小学校３年生 Ａさんの場合 

ADHD の診断。友達とのかかわりが苦手。当番活動をしないで注意をされることが多い。 

やりっぱなしで周囲の人に手伝ってもらうことが多い。自分の好きな仕事には取り組む。 

小学生を担任しています。自分づくり教育で育てたい力に基づいた具体的な目標や

指導内容はどのようなものが考えられるでしょうか？ 

 
？ 

診断名は同じでも状態像

は違います。一人一人に

合わせた目標設定を！ 

個別の教育支援計画

に基づいた長期的，系

統的な視点を！ 

指導の場も一人一人に応じて適切に選択を！ 

特別支援教育委員会，校内就学指導委員

会などの校内の関係委員会と連携，協力

しながら全校での取り組みが大切。 

小学校の段階では，児童生徒の実態をよくつかむことが大切です。一人一人に応じ

た課題が設定できたら，それらが五つのどの力に結びつくのか考えましょう。 

＜＜みみととおおすす力力＞＞ 

家事の手伝いや割り当てられた仕事，役

割の種類を増やしたいところです。 

整理整頓や使った物をきちんと片付ける

など小さなことでも，まずは自分の身の回

りのことからしっかりとできるようにさせ

たいですね。 

＜＜かかかかわわるる力力＞＞ 

学級集団の中で，より良い人間関係を築

かせるためには，自分の行動を振り返られ

るようにさせたいものです。 

 「どうして？」「どうすれば？」など，

繰り返し考えさせ，周囲の状況を把握する

力や，友達の気持ちや考えに気が付き，理

解しようとする力を身に付けさせたいと

ころです。 

自分づくり教育と言っても，何か特別なことをするわけではありませ

ん。生活をしていくうえで，身に付けさせたい力は何かを考えること

が大切です。 

＜＜みみつつめめるる力力＞＞ 

順番を待つ，自分のものと他人のものとの区別

をしっかりするといったことも大切になってきま

す。また，自分の好き嫌いではなく，できないこ

とを「手伝ってください」と伝えることができる

ようにさせたいものです。 

＊ 「うごく力」と「みつめる力」の関連

が図られるよう工夫をしましょう。 
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 質問２（小学校） 

 
肢体不自由学級の担任をしています。将来の社会生活のためにも交流及び共同学習を進

めたいと考えています。自分づくり教育の観点からどのような配慮が必要でしょうか？ 

  
？ 

 

 

 

ポイント 自分づくり教育では「かかわる力」を育成することも重要なポイントで

す。交流及び共同学習の果たす役割は大きいです。  
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小学校特別支援学級（肢体不自由）３年生 Ｂさんの場合 

上肢下肢に麻痺があり，普段学校では車いすを使っている。交流及び共同学習では， 

自信なさそうな態度で，友達とのかかわりも受け身になりがち。 

 
教師は，児童同士のつなぎ役に！

 

 
 劣等感 

 
係活動などの役割を果たすこ

とが，自信につながります。  活動の制約 コミュニケーション不足

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

ひきこもりがち 
気付かない部分やできない部分を

自然に補い合えるような学級づく

りが大切です。

＜＜ううごごくく力力＞＞ 

自分の意思を表現することに慣れることが

大切です。 

選択問題に対する自分の考えとその理由を

発表するという活動も有効です。 

＜＜みみととおおすす力力＞＞ 

限られた生活空間で過ごすことが多いと，

新しい場への適応に時間がかかることがあ

ります。教室だけで過ごすのではなく，様々

な場所で活動させるよう心がけましょう。 

体験の積み重ねが行動を起こそうとする

意欲にもつながります。 

また，交流学級での係活動に参加し，役割

を果たすことで，自分の働きに自信をもてる

ようになります。 

＜＜みみつつめめるる力力＞＞ 

動作に制限があり，他児と同じように

は活動できないことから消極的になっ

たり，受身になったりしまいがちです。

「こんな方法ならできるよ」「いっし

ょにやればできるね」と教師がＢさんと

同じ目線で声をかけるとＢさんの気持

ちも変わってきます。 

＜＜かかかかわわるる力力＞＞ 

話したい言葉，伝えなくてはならない言

葉をあらかじめ特別支援学級で練習して

参加するのも一つの方法です。 

ゲームをともに楽しんだり，物を一緒に

作ったり，話し合いをしたりしながら，少

しずつかかわり方を広げられるよう交流

及び共同学習を進めていきましょう。 

教師はよきつなぎ役になりましょう。 
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質問３（特別支援学校 小学部） 

 

 

 

 

 ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 

特別支援学校小学部６年生 Ｃさんの場合 

自閉症の男子。じっとして机に向かっていることができない。すきを見ては水道に 

走り，大好きな水遊びがはじまってしまう。 

自分の興味・関心が先に立ち,活動に集中できない，または，全く取り組もうとし

ない自閉症の児童に対して，自分づくり教育の観点からどのような力を身に付けさせ

たらよいでしょうか？ 

 
？ 

「活動の後に楽しいことがある。だから今の活動を

がんばろう。」と感じることも大切な経験です。 

先生とのやりとりをしながら「意思を伝えること」，

「待つこと」，「我慢すること」，「一緒に楽しむこと」

など様々な経験を積み重ねていくことが大切です。 「楽しみを見つけること」

も一緒にやっていければ良

いですね。 

＜＜いいかかすす力力＞＞  

    

  働くことの大切さを知るには，まず役割を

もたせ，できたら褒めるということを繰り返

します。「ありがとう」と喜ばれる心地よさ

を教えましょう。 

＜＜ううごごくく力力＞＞  

  

好きな活動があるのは強みです。時間や場

所，頻度を決め，学習が出来た時のご褒美に

できると理想的です。すると学習を最後まで

やり通そうとする意欲が出てきます。好きな

活動を増やし,選択できるようになるといい

ですね。 

＜＜みみととおおすす力力＞＞  

  

 先の見通しをもち，進んで働けるようにな

るために,１つの仕事を繰り返し行い，習慣

化させていきます。簡単な仕事から始め，出

来たらすぐ褒めることを繰り返しましょう。

＜＜かかかかわわるる力力＞＞  
 

まずは無理強いせずに好きなことにとこ

とん付き合ってあげ,信頼関係を築くように

しましょう。好きなことを介すると要求，拒

否などコミュニケーションの土台となるも

のが引き出しやすくなります。 

こんな卒業生がいます！（現在 通所施設に通うＤさん） 「コミュニケーションが原点！」

 

 特別支援学校の小学部にいたころ，座っていられなかったＤさん。先生が

そばについていないとカーテンに隠れてしまい学習がなかなか進みません。

そんなＤさんの好きな場所が体育館。体育館に行きたい時に先生に体育館の

写真カードを渡すことを練習し，出来たときに一緒に体育館で遊ぶようにし

たところ，要求することを覚えました。簡単な学習

        

課題を用意し，できたら

そんなやりとりを繰り返すうち

に，長い時間座っていられるようになりました。 

褒めてご褒美タイム。「体育館へ行きます！」
他
機
関
と
の
連
携 
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１２ 

＜＜ううごごくく力力＞＞

み取る力が大切になりま

す。また，確かに伝わったことをフィードバ

ックすることで次の表出への意欲を喚起する

ことも忘れずに。 

 

いくつかの選択肢の中から自分の好きなも

のを選び，自分なりの方法で伝えることがで

きるようにしましょう。表出する力が弱いと

きには支援者の読

＜＜かかかかわわるる力力＞＞

する手段を最大限に使うことやわずかな動きを

拡大する手段など様々な方法があります。教師が

たくさんの引き出しを持つことが大切です。 

 質問４（特別支援学校 中学部） 

ポイント 

 

 

 

 

  質問５（中学校） 

ポイント 

 
 

たくさんの引き出しを持つことが大切です。 

 質問４（特別支援学校 中学部） 

ポイント 

 

 

 

 

  質問５（中学校） 

ポイント 

 
 

 

コミュニケーションの手段は話し言葉だけで

はありません。視線なども大事なコミュニケーシ

ョン手段です。児童生徒のまぶたの動きなどわず

かな反応も見逃さない目が必要になります。現存

  

  
        特別支援学校中学部の重度・重複障害学級に在籍しています。自分づくり教育とい

ってもなかなかイメージできません。どのような指導を考えたら良いのでしょうか？

 
？   

  
  

  

  

  

  

  
  

周囲の人たちや教師との関係づくり

や自分の思いを伝える経験を重ねる

ことが重要です。 重度・重複障害の児童生徒は，

生活自体が受け身になりがち

です。 

肢体不自由学級在籍で，車いすを使用していますが，進路学習は通常の学級の生

徒と一緒に同じ学習をしています。配慮しなければならないことはありますか？ 

 
？ 

＜＜みみととおおすす力力＞＞

場合が多い

ので先輩方の働く姿を見たり，話しを聞いた

りする機会を設けて，自分の将来を少しでも

思い描けるようにしましょう。 

 

将来に対して不安をもっている

＜＜かかかかわわるる力力＞＞

ら移動の面で

の支援が必要な場面が考えられます。必要な

場面で必要な支援を自分から依頼できるよう

にしていくこと

 

車いすを使用していることか

が必要です。 

特別支援学校中学部の重度・重複障害学級 Ｅさんの場合 

常時，横になっている状態で，日常生活にかかわることは全面介助。発語がなく，相手とのコミュニ

ケーションにも難しさがある。好きな人や好きなことには笑顔を見せる。不快なときには舌を出す。

通常の学級での指導だけ

でなく，対象生徒の実態に

合わせた，きめ細かな指導

が必要です。情意面での成

長を支援していくことが

重要です。 

「みつめる力」や「うごく力」

との関連も重要です。 
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質問６（中学部） 

 
 
 
 
ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

＜＜みみととおおすす力力＞＞  

  

特別支援学校中学部では，卒業生が通う

作業所を見学したり,高等部での作業体験

をしたりします。実体験を通して,自分が何

をしたいのかを考えるきっかけをつくりま

す。 

＜＜みみつつめめるる力力＞＞  

  

自分で決められない,選べないことが原

因でパニック起こすことも少なくありませ

ん。「休憩したい」等の気持ちを伝える力を

身に付けることも大切です。 

＜＜いいかかすす力力＞＞  

  

この時期,いろいろな作業種を経験し自

分の好きな活動を見つけます。分業や流れ

作業を経験し，自分の役割を果たそうとい

う気持ちを養います。 

＜＜かかかかわわるる力力＞＞  

 

将来，多くの人の中で働くためには周囲

との良好な人間関係を築いていくことが大

切です。作業学習ではあいさつや依頼,報告

の仕方を実践を通して学ぶことができま

す。 

保護者が，作業学習は将来の役に立つのかと心配しています。自分づくり

教育の観点から作業学習の意義を説明したいのですが・・・。 

 
？ 

作業学習において，身に付けさせたい力は何かを

明確にすることが大切です。 

特別支援学校中学部１年生 Ｆさんの場合（小学校特別支援学級から進学） 

教科の学習はあまり集中しないが，作業学習の時間になると張り切る。特に陶芸の型抜きが大好

き。みんなと協力をして作業をするというよりは，自分の好きなことだけに没頭する。作業の途

中で分からないことがあっても聞けないことが多い。 

こんな卒業生がいます！ （現在，通所施設に通うＧさん） 「作業学習で身に付けた力」 

小学校の特別支援学級から特別支援学校の中学部に入学したダウン症のＧさん。と

に

 

かく恥ずかしがり屋！できるのに自信がもてないことが多く損してばかりでした。

そんなＧさんはとても手先が器用！作業学習では,木工､紙すき等体験しましたが,そ

の丁寧さで日々褒められ，自信をつけていきました。少人数で役割を決めての取り組

みの中で，「できました」「教えてください」などのやりとりにも自然に慣れていきま

した。現在，お菓子の製造を，仲間たちと一緒に楽しく行っています。 

発達段階に応じた目標を設定して，保護者の方に具

体的に説明をしていくとよいでしょう。 
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１４ 

質問７（中学校） 

  ポイント 

 

 
 特別支援教育においてもコンピュータ等の情報機器の活用が進んでいま

す？ が，自分づくり教育の観点から，どのような活用例がありますか？ 

 

 
ね
ら
い
（
小
学
生
段
階
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個々の児童生徒が，学習を進める

上でどこに困難があり，どういっ

た支援を行えばその困難を軽減で

きるか，という視点から考えるこ

とが大切です。 
情報の取得やコミュニケーシ

ョン手段，職業としての活用な

ど，その利用は通常の学級だけ

でなく，特別支援学級や特別支

援学校の中でも増えていくこ

とでしょう。 

遊びなどを通してコンピュータ

等を使うことに慣れ，徐々にその

利用方法を広げていくこともで

きます。 

ね
ら
い
（
中
学
生
段
階
）中学校２年生 Ｈさんの場合 

字 段の授業では，板書をノートに筆記するスピードがついていけ
ね
ら
い
（
高
校
生
段

を書くことに困難さがある。普

ないことが多い。そのため，書くことを苦痛に感じ，筆記用具などを準備していないこともある。

来月実施される，職場訪問のまとめをする際に，聞いてきたことをまとめられるか不安に思って

いる。そのため，職場訪問のみならず，働くことへも抵抗感を感じている。 

階

実
践
例
（
小
学
生
）
実
践
例

＜＜いいかかすす力力＞＞  

  

文章を書くこ なこ きる情報機器の活

用

とへの抵抗感を減らすことが必要です。大切 とをメモで

が考えられます。例えば，デジタルカメラで表示や板書の記録を残しておくことで，ノート

筆記を補う

書き留める 度も再生できるので，メモ代

わりにすることも可能です。 

ことも考えられます。また，説明やインタビューなど，大切な話を聞いてノートに

場合には，小型軽量のＩＣレコーダーを活用すれば何

（

高
校
生
）
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と

中
学
校
）
実
践
例
（

中学校特

に

別支

自閉症。自分な

こと こだわり

援学級（自閉症・情緒障害）３年 Ｉさんの場合 

りの手順や方法にこだわる。興味のあることにひきずられてしまう。ルールを守る

すぎて対人関係でのトラブルがある。 

＜＜いいかかすす力力＞＞  

  

の見通しがもてるように情報機器を活用することが考えられます。例えば，作業学習の

場 ，その時間に必要な学級でのルール，準備物，手順，役割分担等について教室に視覚的

に し確認できるようにすることが効果的です。提示の方法は，紙に手書きするという情報

機 使わない方法や，事前に入力した予定が自動的に表示される情報機器を活用する方法も

考 れます。情報機器を活用することで，集中力を持続させたり，気持ちの切りかえをさせ

たりすることにもつながります。 

行動

面で

提示

器を

えら
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 質問８（中学校～高等学校） 

  

1５ 

 

 中学校 通常の学級から高等学校へ進学した発達障害のあるＪさんの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「かかわる力」を身に付ける指導が不十分であった。 

・周りの生徒に対して，Ｊさんの苦手な部分を理解してもらうことで，結果的にトラブルを避ける方策

 をとった。→しかし，表面上のトラブルは減ったが，肝心のＪさんの力が育っていなかった。 

・ 中学校から高等学校への引き継ぎも行われなかった。 

 
発達障害の生徒が，高等学校へ進学する場合，どのようなことに留意して自分づくり

教育を進めていけばよいでしょうか？ 

 
？  

 

 ポイント 

 
特別支援教育の対象となる生徒には適時・

適切・適度な支援が必要不可欠です。 

個別の教育支援計画を作成するだけでなく，学校・家

庭・専門機関等が情報を共有しながら，有効に活用し

ていくことが本人や支援者に役立ちます。 

適切な支援のためには，校内だけではな

く次の進路先への情報提供は大切です。
本人への指導と同時に，学校全体で

の取り組みや保護者との連携を！ 

本人の勤労観・職業観を育て，

将来に対する意識を高めていく

ことが大切です。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
     ＡＤＨＤ。得意な教科・分野には積極的に取り組む。得意でない教科では読書など授業に

関係のないことをしていた。友達とのトラブルが多い。親はトラブルが多いことを心配。 
    
   ＜中学校での指導＞                      

  

 

 

 

 

   ＜中学校卒業・・＞ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           トラブル回避            

 

周りの生徒に対し， 

Ｊさんの苦手な部分

を理解してもらう 

＜＜かかかかわわるる力力＞＞ 

・友達の良さや個性が分かる。 

・他者の良さや感情を理解し表現する 
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高
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）
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高校進学後，中途退学してしまう 
問題点はどこにあったのか？ 

 

進学先でも継続した指導ができるような引き継ぎが必要です。 

または，身に付いていないのかをしっかりと把握して， 

中学校でどのような指導をして，どのような力が身に付いているのか， 
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ア
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育
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は 

 質問９（高等部） 

 特別支援学校を卒業するとどのような進路先がありますか？一般就労した例が

ありましたら教えて下さい。また，その際にどのような実態からどのような指導を

行ったのかを教えてください。 

 
？  

ね
ら
い
（
小
学
生
段
階
）

 

 

特別支援学校高等部を卒業し，一般就労したKさんの場合 

高等部に入学した当初は，指示されたことに「はい」と言うことが無く，文句を言ったり，言い訳を言

ったりしながら意固地になり，泣いてしまうことが多く見られた。手先が不器用で，細かい作業は苦手で

ある。保護者は福祉的就労を望んでいた。 

１６ 

＜＜ううごごくく力力＞＞  

指導する側が，係の仕事や作業を本人に任せて

しまうことが多くありました。手指を使った細か

な作業では，うまくいかない時が多く，気持ちが

やや不安定になり，泣いてしまったり，仕事を投

げだしたりすることが多くありました。 

日直や係の仕事を行う時には，はじめに仕事を

確認し，慣れるまでは教師が見守るようにしまし

た。自信を付けると一人で最後までやり遂げるよ

うになりました。３年生の産業現場体験実習の

時，巡回に来た教師に「私は一人で大丈夫」と，

言わんばかりに仕事をしていました。 
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＜＜かかかかわわるる力力＞＞  

もともと明るい生徒であり，友達思いの優しい性

格の子でした。生徒間では人気があり，誰とでも遊

ぶことができていました。友達同士のけんかなどの

仲裁に入ることもありましたが，どちらかの味方に

付いてしまいがちでした。 

＜＜いいかかすす力力＞＞  

趣味が野球観戦で，在学中は球場によく足を運ん

でいました。試合を見るのは，招待券がもらえたと

きだけで，ほとんどの日は雰囲気を味わうために行

っていたようです。 

＜＜みみととおおすす力力＞＞  

本人，保護者とも，福祉的就労を希望していまし

たが，１年生での産業現場体験実習を希望したので

実習を組みました。希望職種はありませんでした。

一般就労の場合，本人の努力はもちろんですが，家族の協力や就労先

の理解が大切です。本人の「やる気」を育てる教育が職業生活に結びつ

いていきます。 

生徒会の役員，作業班での班長などに立候補を

勧め，調整役としての立場を経験させました。調

整役としての本人の立場を尊重し，認めてあげる

ように心がけ，称賛するようにしました。その結

果，自分に自信をもち活動に取り組む姿が多く見

られるようになってきました。 

数学の授業では，お金の収支のバランスの大切さ

を知るために，小遣い帳の記入の仕方を学びまし

た。給料をもらい，生活費を支払い，それから趣味

のチケット代を支払うといくら残るかというもの

です。卒業後の具体的なイメージを膨らませながら

学習を行いました。 

指導 

 一般企業での実習を１年生から行ってきました。

清掃，販売，工場，介護と様々な職種に挑戦し，そ

の中から介護の仕事を選びました。初めの介護施設

で，お年寄りの方に「帰れ」と言われて休んでしま

ったこともありましたが，最終日に「ありがとう」

と言われたのがきっかけで卒業後は，この職種に就

きたいと決めたようです。介護施設は３社で実習を

行いました。 

就労したばかりのころは，簡単な仕事ができずにいつ解雇されるか心配していましたが，できない仕

事は家に帰ってから母親と一緒に毎日練習して，少しずつ上手になっていったようです。日々の努力を

就労先の方々にも認めていただき，今では本当の仲間というように接してもらっています。 

実態 実態 

実態 実態 

指導 

 

指導 

指導 
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家庭で 

・働くことについての日常的な会話 

・家庭内でのお手伝い 

・保護者間での情報交換 

・しつけ，子供との接し方の工夫 

 

学校との連携 

・三者面談，進路相談 

・卒業生や地域の人々の体験談を聞く会 

 

地域で 

・しつけ，子供たちへの接し方の   情報交換 

・子供会やお祭りなどの地域行事   への参加 

・就労，就職についての情報交換    

 

かかかかわわるる力力  

いいかかすす力力 

みみととおおすす力力  

ううごごくく力力 

目的 

障害のある児童生徒一人一人の

ニーズを的確に把握し，教育の視点

から適切に対応していくという考

えの下，長期的な視点で乳幼児期か

ら学校卒業後までを通じて一貫し

て的確な教育的支援を行うことを

目的とする。 

「仙台市の特別支援教育」  

第７章個別の支援教育の策定と

活用Ｐ１７６ 

 

 

 

 

 

 

 

学校間の連携 

・個別の教育支援計画の引き継ぎ 

・特別支援教育コーディネーターを中心

にした校内体制の整備 

 

関係機関との連携 

・専門家チーム，巡回相談，特別支援学

校，教育センター等の活用 

 

家庭との連携 

・学校だより，進路だよりによる啓発 

・学校見学やガイダンス 

・キャリア教育講座，講演会 

・家庭教育講演会 

・進路説明会 

 

みみつつめめるる力力 

他
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＊詳細は「せんだいふれあいガイド（平成２１年度版障害者保健福祉のあんない）」参照 

  

労 

働 

仙台市障害者就労支援センター  

障害のある方の就労について総合

相談とサポートを行っています。  

 TEL  772－5517  

ハローワーク 仙台  

障害者に対する職業紹介,就職後の

アフターケアなどを行っています。 

 TEL  299－8829  

宮城県障害者職業センター   TEL  257－5601 

就職や復職,職場定着を希望する障害のある方を対象に,ハローワークと協力し

て,職業に関する相談を行い,職業リハビリテーション計画（活動の方向性およ

び支援計画）策定を進めます。 

福 

祉 

【身体障害者・知的障害者の生活支援】  

身体障害者,知的障害者の方やその家族の方々の様々な相談に応じ,地域生活の支

援を行います。  

 問合先： ハンズ太白 [太白障害者生活支援センター]     TEL 308-8834  

      ハンズ宮城野 [宮城野障害者生活支援センター]  TEL 295-7440  

      ふらっと泉 [泉障害者生活支援センター]     TEL 771-2728  

      ふらっと青葉 [青葉障害者生活支援センター]   TEL 265-5320  

      ぴあら若林 [若林障害者生活支援センター]    TEL 282-5188  

【発達障害児（者）の生活支援】  

    自閉症,アスペルガー症候群等の広汎性発達障害等の発達障害児（者）の地域で

の生活を支援するため,訪問等による各種相談や支援活動,交流の場の提供などを仙台

市発達相談支援センター（アーチル）と連携しながら行います。   

 問合先    仙台市自閉症児者相談センター  

        (若林障害者福祉センター内）  TEL 294-0452  

【心身障害児（者）に対する地域療育支援】  

  心身障害児（者）や,その家族の方々の様々な相談に応じ,地域生活の支援を行います。（仙

台市委託事業：障害者相談支援事業・障害児等療育支援事業を行っています。）     

問合先  仙台市健康福祉局健康福祉部障害者支援課生活支援係  

      きぼう園                                  TEL 293-1051   

      地域生活サポートセンターピボット若林       TEL 282-4671   

        地域生活サポートセンターぴぼっと支倉       TEL 261-3664   

        ピース・スマイルなのはな                   TEL 378-3630   

        地域生活・療育等支援センター サポートはぎ  TEL 746-6881 

【知的障害者の生活支援】  

アパートなどで生活しながら,就労している知的障害者の方の相談に応じ,支援活動を行い

ます。  

   
 問合先    生活支援センター（仙台通勤寮内） TEL 293-1093   

教 

育 

仙台市立鶴谷特別支援学校  TEL 252-4231 
 教育相談や学校見学を行っています。  

県立支援学校  

  各学校へ 

行 

政 

保健福祉センター（福祉事務所・保健所）  

 障害のある方の相談に応じ,各種福祉サービスの窓口となります。  

   各区役所 障害高齢課障害者支援係  

   または，総合支所保健福祉課へ  

発達相談支援センター（アーチル）  TEL 375-0110  
 乳幼児から成人までの障害のある方の相談に応じ,関係機関と連携しながら本

人と家族の地域生活を支援します。 

障害者更生相談所 TEL 219-5311  
 身体に障害のある方の,専門的な相談や支援及び補装具等の判定業務を行い

ます 。 

仙台市教育委員会教育相談課  

特別支援教育室 TEL  214-8879 

教育相談室   TEL  214-0003 

仙台市教育センター  

 TEL 251-7441    

宮城県教育庁 特別支援教育室  

 TEL 211-3714  

宮城県特別支援教育センター  

 TEL 376-5432  医 

療 

各種医療機関 

主治医との連携 
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 「特別支援教育」へ移行し，今まで以上に多様な進路指導が求められるようになってきています。

児童生徒が将来，より豊かな生活が送れるように，一人一人の特性や障害に応じ，自分づくり教育

の視点に立った組織的・系統的な指導・支援が求められています。また，学校全体での取り組みは

もちろん，関係機関との連携も今まで以上に必要になるでしょう。児童生徒一人一人の多種多様な

進路に対して，本書が先生方に必要な情報を得るための手がかりとなり，適切な自分づくり教育を

推進するために有効に活用されることを願っております。 
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